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かつての家畜伝染病の
発生・流行は地域限定的
なものであった

• アフリカ豚熱：アフリカに限局

イボイノシシとダニとの間で感染環

• 口蹄疫：常在地域と清浄地域

常在地域が存在し、ウイルスが維持

されていた

アフリカ豚熱の流行地域（2003-2007）

https://www.foot-and-mouth.org/science/about-fmd FAO EMPRESS-i
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2000年頃から流行の様相が
変わってきた
•鳥インフルエンザの世界的流行

• アフリカ豚熱の世界的流行

•口蹄疫の清浄地域への頻繁な侵入と流行

FAO EMPRESS-i
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2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

口蹄疫
92年ぶり

BSE
国内初

H5N1
79年ぶり
27万羽

H5N1
17万羽

口蹄疫
29万頭

H5N1
180万羽

H5N6
9万羽

H5N6
166万羽

H5N8
35万羽

H5N8
5万羽

豚熱
26年ぶり

H5N8
H5N1
189万羽

H5N8
987万羽

国内の重要家畜伝染病の発生状況

H5N1
H5N2
1,771万羽
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流行拡大の要因

• 家畜や畜産物の流通の
高速化・大量化

• 流通圏の拡大

• 均質な家畜の大規模飼育

• 野生動物の関与

これらのリスク増大に対して、衛生管
理システムの発展が追い付ついてい
ない。
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野生動物の
問題

• イノシシによる欧州で
のアフリカ豚熱の感染
拡大

• イノシシによる国内で
の豚熱の感染拡大

• アナグマが媒介する
牛結核（英国）

• コウモリが媒介する
狂犬病（北米、中南
米)

野生イノシシでの

豚熱の感染拡大

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/csf/wildboa
r_map.html

FAO EMPRESS-i
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（2005-2023）

ASF

CSF
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アフリカ豚熱（2015-2020）

FAO EMPRESS-iより
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野鳥による感染
拡大

• 渡り鳥による鳥インフル
エンザの感染拡大。

新たな地域での定着

新たな宿主の感染

高病原性鳥インフルエンザの流行
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現在の脅威
口蹄疫 アフリカ豚熱

狂犬病 ランピースキン病

同じような図があれば

https://rr-asia.woah.org/wp-content/uploads/2022/12/nick-de-
regge_global_lsd_situation_focused_on_circulating_recombinant_lsdv_strain_in_sea_for_website-1.pdf
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あらたな脅威

•未知の疾病、既知の疾病の変異（特に、人獣共通感
染症）

例 BSE、コロナウイルス感染症（SARS, MERS, Covid-19）、
シュマレンベルグ、インフルエンザ

•地球環境変化に伴う野生動物や媒介昆虫の生息域
の変化・拡大

例：蚊（ウエストナイル熱、リフトバレー熱）、マダニ
（FSTS）、ヌカカ（ブルータング）
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今後の対応

•発生の予防 （研究開発）
衛生管理技術、検疫技術、ワクチン

•発生時の被害の最小化 （研究開発）
迅速な摘発、効果的な防疫システム

•国際協調
地域主義や相互承認による輸出入への影響の最小化、
常在地域における監視・撲滅

•野生動物対策
生態の把握、感染予防技術の開発
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